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「障害者を雇用しない理由」

「平成25年度障害者雇用実態調査」より抜粋

（複数回答）
障害者に適した

仕事とは？
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事例紹介
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事業所の概要

平成元年に開所した介護老人保健施設

４カ所の事業所にて計５８名（うち精神障害者
8名）の障害者を雇用

＜障害者の職務内容＞

・清掃、環境整備

・一般事務、送迎車の運転、マッサージ

・生活援助、身体介助

介護施設における雇用事例
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雇用の経緯

• 利用者中心の介護をしたい！

そのためには 介護現場は

人手が必要 慢性的な人手不足

障害者の力を活用！

介護施設における雇用事例
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職務再設計の例

従業員Bさん
の職務

従業員Cさん
の職務

障害者の
担当職務

清掃

清掃

清掃

清掃

清掃 清掃

従業員Aさん
の職務

判断要素が少ない
定型反復作業

を切り出し、再構成

知的障害者の雇用を契機に
考えられたモデル

―切り出し・再構成モデル―
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精神障害者の職務内容

ステップアップで身体介助まで

清掃業務で雇用

→身体介護まで職域拡大

周囲の理解の促進 仕事ぶりに対する

高い評価
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介護施設における雇用事例



目標とする
担当職務

清掃・洗濯

雇用開始時点
での担当職務

目標に向かって
徐々に作業を積
み上げていく

食事介助

清掃・洗濯

食事介助

清掃・洗濯

移動介助

排泄介助

食事介助

清掃・洗濯

移動介助

排泄介助

食事介助

清掃・洗濯

入浴介助

移動介助

体調の変化に応じた職務の調整 ← 精神障害者

本人の特性に応じたコミュニケーション ← 発達障害者
繰り返しの指導

介護施設における雇用事例
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障害者が身体介助を
担当している事業所

・個人ではなく、チームで仕事に取り組む

・ミスは個人の責任ではなく、組織の責任

ミス→仕事のやり方、プロセスを見直す

・危機管理体制

体調不良 ミス

職場全体で見守り、
サポートする体制

介護施設における雇用事例
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作業４（目標）

作業５（目標）

将来の
担当職務

作業１

作業３

作業２

作業１

作業２

作業３

目標に向かって
徐々に作業を

積み上げていく

目標とする
職務

作業４

作業３

作業２

作業１

作業５

雇用開始時点で
の担当職務

作業３

作業２

作業１

作業４ 作業４

積み上げモデル積み上げモデル 縫製工、SE、経理、販売員、
電話オペレータ、職業指導員、
雇用管理の責任者etc. 
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テロップの作成

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

強みをいかした
職務を選定

不得手な作業等の担当の見直し

担当の見直し

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

言
語
性
学
習
障
害

・PCと自動車関連業務
への志向性とスキル

・視覚的情報処理能力
の高さ

ドライブレコーダ解析
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強みをいかした
職務を選定 不得手な作業等への支援を行う

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

支援

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

・入力速度の速さと正確性
・視覚的情報処理能力の高さ

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
・
進
捗
管
理

データ入力
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特化モデル

作業３

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

強みをいかした
職務を選定

不得手な作業等の担当を
見直したり、支援を行う

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

支援

担当の見直し

特化した
目標とする
担当職務

SE、一般事務員、生活支援員、
デイケアスタッフ、訪問支援員、
サービス管理者etc. 
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職務再設計

切り出し・再構成モデル

従業員Bさんの
職務

従業員Cさんの
職務

障害者の
担当職務

作業３

作業３

作業２

作業２

作業１ 作業１

従業員Aさんの
職務

タイプⅠ

様々な
職務再設計の

手法

積み上げ
モデル

タイプⅡ
特化

モデル
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 本人の特性を踏まえたコミュニケーション
 柔軟な勤務時間・勤務日数の設定
 休憩の取り方への配慮
 作業及び疲労のマネージメントに対する支援
 チームによる支援 etc.

事例に見られる
様々な工夫や配慮

合理的配慮
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職場全体の働く環境改善

 事業所全体の業務の効率化
 顧客サービスの質的向上
 キャリア形成への支援
 モチベーションの向上
 職場のコミュニケーションの活性化 etc.
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「障害者に適した仕事は

何ですか？」

17



「健常者に適した仕事は

何ですか？」
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「障害者に適した仕事は

何ですか？」

「障害のあるAさんに

適した仕事は何ですか?

その仕事を行ってもらう上で

配慮すべきことは何ですか?」
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研究成果物の入手方法
 障害者職業総合センター研究部門ホームページ

http://www.nivr.jeed.or.jp/

研究成果等のご紹介から

ダウンロード

 研究企画部企画調整室に送付依頼

※一部、市販しているものがあります。

これまで作成し
た研究成果物を
掲載しています
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http://www.nivr.jeed.or.jp/

